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第 回定期総会   日 土  鴻 巣会館 開催

予算 決算  全  議案 採択 理事 新    登場

城陽市           宣言 要望     実行

新型コロナ・ＣＯＶＩＤ－１９の流行がおさまらず、終息が見えない中延期をしておりました

第９回通常総会を６月２６日に鴻の巣会館でようやく開催することができました。

総会は１０時の定刻通りに始まり、議長に杉浦理事が選出され議事にうつりました。最初に土

居理事長が「昨年もコロナ禍の総会だった、終息が見えない中だが出来る活動を続けて行こう。」

と開会挨拶。

ＬＥＤ交換会など昨年の事業

つづいて、事業報告が土居理事長から行われた。1号議案の内容、昨年の総会の様子やメガソ

ーラーの見学会・卒ＦＩＴ交流会や白熱電球とＬＥＤ電球の無料交換会、城陽市への要望と質問、

会員とおひさま発電の推移をパワ－ポイントによって分かりやすく説明されました。

関根理事からは昨年度の決算・活動計算書の報告が行われた。経常収益は４１３，３２３円、

経常費用は３５８，１６１円、経常外収益や公租公課などを差し引きした当期正味財産増減額は

６，７１５円のプラスとなり、次期繰越正味財産額は７８２，４６４円になることが報告されま

した。澤江監事からは監査報告がされ、「適正に執行されている」ことを確認された。

カーボンゼロシティー宣言を求めるなど今年度の活動

続いて2号議案の提案に入り、今年度の事業計画と予算を古家野事務局長が説明。はじめに、

ゼロ円システムで太陽光パネルの普及など再エネの普及を図ることと1～11号機の設置協力者に

返済を実施する事、次に城陽市に対して脱炭素社会実現に向けて「お尋ねと要望」を提出するこ

と、今回はカーボンゼロシティー宣言を是非早急にして欲しいとの思いを込めて早急に「宣言」

要望を提出する、そしてＣＯ2削減

量の到達や再エネの採用や省エネ

の進展などについてのお尋ねとカ

ーボンゼロに向けた会員さんから

の声などをまとめて夏ごろに提出

していきたいと報告。また、昨年度

行ったＬＥＤ電球交換会を今年も

行うことなどの提案が行なわれた。

議長が総会成立状況について加

藤理事に報告を求め、現在の出席者

は委任状が４５人実参加者が８人

の計５３人であり、総会が成立して

いる旨の報告がされました。

第9回通常総会 （鴻の巣会館会議室）
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新理事を選出、体制を確立

質疑・討議に移り、城陽市への要望では２０５０年カーボンゼロは是非とも宣言してほしい、

国ですら宣言し、グリーン戦略を企画しているので、城陽市が躊躇することはないと思う。その

うえで、例えば全ての街路灯をＬＥＤ化することや防災の観点から蓄電池を全ての公共施設に設

置することなど、市民の安全安心を考えるとすぐにしなければならないことはあると思う。

パネル設置については宇治市の福祉施設との話し合いが続いている、コロナ禍で業務がひっ迫

しているので具体化が遅れている。

ＬＥＤ電球交換会についてはｆｍ８４５（伏見・大手筋）が７月２４日にみなと公園で行われ

る伏見まつりで実践されるとの連絡が入っていると事務局長から話があった。（ｆｍ845は 4月に

交換会の取り組みでヒヤリングに来られた放送局。）

議長が、今回所用で来られなかった会員さんから、最近パネルの設置希望がないことの分析が

無いように思う、原因を追究して事業の活発化に生かしていくことが必要との意見がったことを

紹介した。

これらの質疑・意見に対して古家野事務局長からカーボンゼロ宣言は非常に重要な指針になるの

で、総会終了後速やかに提出していきたい。再エネ普及の動きが滞っているのは買取価格の低迷、

九州電力や四国電力などで夏場を中心に買い取り拒否が行われていることや、連携系統の切り離

し（出力制御）装置取り付けが義務となっているなど再エネ、とりわけ太陽光発電に対する障壁

が大きくなっていることがあげられる。また、メガソーラーによる災害の発生、再エネ賦課金な

どの増嵩もあるとの見解が紹介された。

城陽市などへの再エネ普及の促進提案は、会員に要望や声を募り要望書にまとめ8月を目途に

提出していきたい。伏見みなと公園で行われるｆｍ845によるＬＥＤ電球交換会は私たちの会に

触発された催しであり、励みになる。どのような取り組みか、私達の今年度の活動にも参考とな

るので見学・手伝いなどに行くことを検討している、などの答弁がありました。

議長から、多くの論議や提案がされた、議案に対して反対の声はなく、積極的に再エネ・省エ

ネをすすめていく提案などが多くあり、それらも含めて1号議案2号議案について拍手で採択し

たい旨提案があり、全員の拍手・賛成で採択された。

理事の選出も推薦された候補者が採択され、新体制が確立しました。また、引き続いて行われ

た第1回理事会で互選により土居氏が理事長に引き続き就任するなどしました

選出された理事・監事は次の通りです。

新役員名簿2021（令和3）年6月～2023（令和5）年5月

理事長 土居 靖範（再） 城陽市寺田

副理事長 杉浦 喜代一（再） 城陽市寺田

理事 加藤 眞理栄（再） 城陽市奈島

理事 古家野 辰也（再） 城陽市寺田

理事 関根 ヱリコ（再） 城陽市久世

理事 三ツ橋 和治（新） 木津川市山城町

監事 澤江 雅志（再） 城陽市寺田

監事 濱田 あつ子（再） 城陽市寺田

お 願 い

カーボンゼロに向けて城陽市や京都府・国への提案を同封しています要望用紙にお書きください。

また、私たち自身がしていこうとすることなど、ぜひ、日頃考えているアレコレ、こうしたいと

思っているちょっとした工夫やアイデァ、個人規模から地球規模までお寄せください。
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今年のゼロ円システムのしくみ紹介です、ぜひあなたの屋根にソーラーパネルを！
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２０２１（r03)年６月２８日カーボンゼロシティー宣言の要望書を提出しました。

資料は省略していますが環境省のホームページで総合環境政策を選ぶと「ゼロ表明の

状況」が確認できます。

本会のＱＲコードです。スマホなどをかざすと本会ホームページを閲覧することが

簡単にできます。お試しください。

NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会 連絡先0774-55-4190 e-mail bnkmf858@kcn.jp


